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  人口 56,615 人
（2024.７.1現在 内外国人1,389人）
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６月定例会のあらまし

本議会だよりでは、提出議案の一部
を掲載しております。その他、議案
などの詳細は市議会ホームページを
ご覧ください。

お知らせ
　
定
例
会
が
５
月
30
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
の
20
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
６
日
に
５
人
、
７
日
に
５
人
が
市
政

に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
12
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
付
託
議
案
を
原
案

の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
た
。

−議案第39号−
専決処分の承認について（令和６年度観音寺市一般会計補正予算（第１号））

　定額減税補足給付金支給事業　　　　　　　　　　　　4億9,340万円
●国が実施する定額減税 4 万円（所得税 3 万円、住民税 1 万円）について、減税額が令

和６年度の課税額（所得税および住民税額）を上回った場合に差額（端数は万単位に
切り上げる）を給付金として支給するもの。

　物価高騰対応重点支援給付金支給事業　　　　　  　　　2億258万円
●物価高騰により特に家計への影響が大きい低所得世帯のうち、令和６年度に新たに住

民税非課税となる世帯および均等割のみ課税となる世帯に対し、１世帯あたり 10 万
円の給付金を支給するもの。加算対象のこども（平成 18 年４月２日～令和６年９月
30 日生まれ）を含む世帯に対しては、対象のこども１人あたり５万円が加算される。

Pick up!

−議案第40号−
専決処分の承認について（令和６年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第１号））

債務負担行為の補正
期間：令和 7 年度から令和８年度　限度額：4,708 万円
●観音寺市下水道事業会計において、国の電工単価の見直しに伴い、下水道施設維持管

理業務の委託料の後年度の負担額に予算措置を行うもの。

Pick up!

６月定例会の主な議案
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−議案第41号−
観音寺市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
について

●行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正
に伴い、条文を改めるもの。

Pick up!

−議案第43号−
市道路線の認定について

●路線名：茂木浄水場線（茂木町 5 丁目甲 524 番 22 地先から甲 482 番 5 地先まで）

Pick up!

−議案第44号−
財産の取得について

●消防ポンプ自動車を取得するもの。
●観音寺市消防団第 6 方面隊五郷分団

Pick up!

−議案第45号−
令和６年度観音寺市一般会計補正予算（第２号）

　地域こどもの生活支援強化事業　　　　　　　　　　 　　　182万円
●子ども食堂を新たに開始する団体への運営委託料および施設改修に対する補助金を増

額するもの。

　観音寺ブランド認証推進事業　　　　　　　　　　　　　　　88万円
●千葉県の幕張メッセで開催される「スーパーマーケット・トレードショー 2025」に

市のブースを確保し、観音寺ブランドの価値向上を図るもの。

Pick up!
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認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

学
べ
る
よ
う
啓
発
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
地
域
の
関
係
団
体
等
と
連

携
を
図
り
事
業
を
推
進
す
る

答 弁

認
知
症
予
防
等
、
要
介
護
に

な
ら
な
い
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
問
う

【
質
問
】
脳
卒
中
と
認
知
症
の
危
険
因
子
は
共
通
し
て

い
る
。
脳
卒
中
の
危
険
因
子
は
生
活
習
慣
病
で
、
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
・
喫
煙
・
過
度
飲
酒
・
心
房

細
動
・
慢
性
腎
臓
病
・
肥
満
・
不
活
発
（
代
謝
が
落
ち

た
状
態
）
で
あ
る
。
脳
卒
中
は
、
こ
れ
ら
の
危
険
因
子

を
全
て
是
正
す
れ
ば
90
％
は
予
防
可
能
と
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
認
知
症
予
防
な
ど
、
要
介
護
に
な
ら
な
い
為

の
具
体
的
な
方
策
を
問
う
。

【
答
弁
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
観
ト

レ
」
や
「
銭
形
貯
筋
体
操
」、
出
前
講
座
に
よ
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
、
運
動
指
導
や
生

活
習
慣
病
予
防
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
な
ど

を
学
べ
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

認
知
症
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
が
集
う
拠

点
づ
く
り
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
認
知
症
と

診
断
さ
れ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
今
後
も
事
業
を
推
進
す
る
。

詫 間 　 茂
自民新政会

個人質問・６月定例会のあらまし

　予防接種事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1億3,492万円
●高齢者等を対象にした新型コロナウイルスワクチンの定期接種を秋頃から開始するため、

必要経費を計上するもの。
　　接種対象者　① 65 歳以上の人

② 60 歳以上 65 歳未満であり一定の基礎疾患を有する人、または下記
に該当する人
・心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に

制限される
・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があり、日常生活がほ

とんど不可能である

　学校保健特別対策事業　  　　　　小学校 89万円　　　中学校 16万円
●小中学校の教室等を効果的に換気し、安全・安心な学習環境を確保するため、国の補

助金（補助率 1/2）を活用し、ＣＯ２モニター等の換気対策用備品を購入するもの。

　児童手当事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　340万円
●こども未来戦略に基づき、児童手当の抜本的拡充を令和 6 年 10 月から実施し、拡充

後の初回支給を令和 6 年 12 月とするため、準備経費を計上するもの。
≪児童手当についての変更内容≫
　①所得制限の撤廃　　　　　　　　　③多子加算について第 3 子以降 3 万円とする
　②高校生年代までの支給期間の延長　④支払月を年 3 回から偶数月の年 6 回とする

　災害対策費　　　  　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  　89万円
●能登半島地震の際、緊急物資として提供した物資（非常用圧縮毛布、
　防災用トイレ処理セット）を補充するため
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【
質
問
】
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
、
人
生
の
終
盤
を

安
心
し
て
生
き
、
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
個
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
葬
儀
や
納
骨
な
ど
の
情
報
を
生
前
に

自
治
体
に
登
録
し
、
万
一
の
時
は
、
病
院
や
警
察
な
ど

関
係
機
関
に
自
治
体
が
情
報
を
開
示
し
、
本
人
の
意
思

の
実
現
を
支
援
す
る
制
度
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
答
弁
】
緊
急
連
絡
先
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
※
１
の

保
管
場
所
、
葬
儀
の
生
前
契
約
な
ど
、
終
活
関
連
情
報

の
登
録
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

【
質
問
】
高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ナ
・
ト
レ
ー
ラ
ー
を
道

の
駅
で
活
用
す
る
こ
と
は
、
平
常
時
に
は
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
個
別
課
題
の
解
決
に
、
災
害
時
に
は
機
動
的
な

支
援
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
る
。
主
な
用
途
は
ト

イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
施
設
、
支
援
物
資
の
供
給
施
設
、
職

員
の
休
憩
場
所
、
医
療
拠
点
な
ど
が
あ
る
。
基
本
計
画

の
策
定
が
進
む
新
「
道
の
駅
」
に
も
こ
れ
ら
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
災
害
時
に
は
、
迅
速
な
対
応
と
広
範
な
災
害

支
援
に
有
効
な
手
段
と
な
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
た
め
、
導
入
で
き
る
よ
う
運
営
事

業
者
や
関
係
機
関
な
ど
と
協
議
を
行
う
。

個 人 質 問

高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ナ
・
ト
レ
ー
ラ
ー
導

入
に
よ
る
新
「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化
を

導
入
に
向
け
、
関
係
機
関
と

協
議
す
る

答 弁

終
活
関
連
情
報
の
登
録
制
度

を
検
討
す
る

答 弁

亡
く
な
ら
れ
た
後
も
個
人

の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
終
活

支
援
制
度
の
構
築
を

白 川 雅 仁
公明党

【
質
問
】
一
昨
年
前
、
一
般
質
問
で
提
案
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
弁
当
提
供
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を

伺
う
。

【
答
弁
】
保
護
者
の
子
育
て
の
負
担
軽
減
と
仕
事
な
ど

の
両
立
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
中
で
、
シ
ス

テ
ム
事
業
者
を
介
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
る

注
文
、
料
金
決
済
な
ど
の
仕
組
み
の
活
用
に
加
え
、
保

護
者
が
希
望
す
る
価
格
帯
で
の
提
供
と
各
教
室
へ
の
配

送
が
可
能
な
弁
当
事
業
者
と
概
ね
協
議
が
調と

と
の

っ
た
。
市

内
公
立
12
教
室
と
観
音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
設

し
て
い
る
一
ノ
谷
な
か
よ
し
教
室
の
計
13
教
室
に
お
い

て
、
本
年
の
夏
休
み
期
間
中
に
お
け
る
教
室
開
設
日
の

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
つ
い
て
実
証
実
験
を
行
う
べ
く
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

夏
休
み
に
実
証
実
験
を
行
う

べ
く
準
備
中

答 弁

ス
マ
ホ
等
を
活
用
し
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

弁
当
提
供
に
つ
い
て

大 平 直 昭
創風会

※一般質問ページに掲載の顔写真については、広報用写真を使用しております。

【
質
問
】
第
３
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
観
音
寺
市
健
康
増
進

計
画
及
び
食
育
推
進
計
画
の
取
り
組
み
と
し
て
、
葉
酸

摂
取
の
推
奨
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
提
案
す
る
。
他
市

の
取
り
組
み
「
葉
酸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
参
考
に
地
産

地
消
を
進
め
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
食
育
に

も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

【
答
弁
】
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
を
引
き
続
き
啓

発
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
関
係
団
体
で
構
成
す
る

「
第
３
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」
に
情
報
提
供
を

行
い
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

※
葉
酸
と
は

　

水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
で
、
人
の
体
内
で
は
十
分

な
量
を
作
る
事
が
出
来
な
い
。

《
葉
酸
不
足
に
よ
る
影
響
》

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
合
成
が
障
害
さ
れ
、
赤
血
球
の
成
熟
異
常

に
よ
り
貧
血
が
起
こ
る
。
動
脈
硬
化
・
認
知
症
・
脳
卒

中
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
胎
児
の
場
合
、
神
経
管
閉
鎖

障
害
（
脳
が
正
常
に
形
成
さ
れ
な
い
無
脳
症
や
脊
椎
が

飛
び
出
る
事
に
よ
り
弊
害
が
出
る
二
分
脊
椎
）
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

《
葉
酸
を
多
く
含
む
食
材
》

　

観
音
寺
市
で
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ほ
う
れ
ん
草
に
多
く
含
有

さ
れ
て
い
る
。 第

３
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
推
進
会
議
に

て
情
報
提
供
を
行
い
、
協
議
し
た
い

答 弁

「
第
３
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
観
音
寺

市
健
康
増
進
計
画
及
び
食
育

推
進
計
画
」策
定
に
伴
い
、葉よ

う
さ
ん酸

摂
取
の
推
奨
を
提
案
す
る

岸 上 政 憲
自民新政会

※１エンディングノート＝自分の人生の終末について、家族や友人に
伝えておきたいことや自分の希望などを書き留めておくノート。遺
言書とは違い法的な強制力はない。
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【
質
問
】
統
合
せ
ず
個
別
の
建
て
替

え
を
提
案
す
る
立
場
か
ら
問
う
。
講

座
数
は
ど
う
な
る
の
か
。
部
屋
数
や

駐
車
場
数
は
足
り
る
の
か
。

【
答
弁
】
統
合
後
も
両
館
の
独
自
活

動
の
維
持
を
基
本
と
し
つ
つ
、
施
設

を
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
必
要
か

つ
適
正
な
部
屋
の
広
さ
や
数
、
駐
車
場
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
両
公
民
館
区
の
自
治
会
連
絡
協
議
会
や
利
用
者

団
体
な
ど
か
ら
意
見
を
聞
き
、
基
本
構
想
に
ま
と
め
る
。

【
質
問
】
事
故
発
生
の
経
緯
、
人
体
へ
の
影
響
、
市
民

へ
の
説
明
会
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
事
故
前
日
に
ワ
ク
チ
ン
製
造
工
程
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
、
復
旧
対
応
中
の
人
為
的
ミ
ス
に
よ
り
排

水
が
流
出
し
た
。
事
故
後
に
行
っ
た
周
辺
河
川
の
水
質

検
査
の
結
果
、
事
業
所
外
で
は
全
て
陰
性
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
企
業
は
、
事
故
直
後
に
地
元
２
水
利

組
合
と
４
自
治
会
へ
説
明
を
行
い
、
市
民
へ
の
説
明
会

は
必
要
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
今
後
、
国

や
県
と
協
議
し
、
再
発
防
止
策
を
確
実
に

実
行
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

市
も
必
要
に
応
じ
て
確
認
す
る
。

施
設
は
統
合
だ
が
独
自
活
動

は
維
持
さ
れ
る

答 弁

西
公
民
館
を
南
公
民
館
の

敷
地
に
統
合
し
た
後
、
両

館
の
活
動
は
ど
う
な
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
排

水
流
出
事
故
に
つ
い
て

企
業
か
ら
人
体
に
影
響
は
な

い
と
報
告
あ
り

答 弁

藤 田 　 均
無所属（共産）

【
質
問
】
隣
の
三
豊
市
の
報
奨
金
が
突
出
し
て
お
り
、

政
策
の
違
い
が
数
字
に
表
れ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
を

伺
う
。

【
答
弁
】
三
豊
市
を
除
く
他
市
と
比
べ
、
個
人
の
報
奨

金
は
同
等
な
い
し
高
い
水
準
で
あ
る
。
昨
年
、
団
体
出

場
で
出
場
人
数
に
応
じ
て
上
限
10
万
円
に
増
額
す
る
見

直
し
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
県
内
他
市
の
動
向
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
と
の
均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

【
質
問
】
充
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
の
公
募
、
新

「
道
の
駅
」
の
特
徴
、
既
存
道
の
駅
と
の
差
別
化
、
建

設
場
所
に
つ
い
て
た
だ
す
。

【
答
弁
】
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
、
運
営
事

業
者
を
基
本
設
計
ま
で
に
選
定
す
る
。
市
民
や
観
光
客

の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
地
域
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場

で
も
あ
り
、
さ
ら
に
市
内
の
魅
力
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

機
能
や
、
情
報
発
信
機
能
も
付
加
で
き
れ
ば
、
県
内
初

の
道
の
駅
と
な
り
得
る
。
ア
ニ
メ
「
結
城
友
奈
は
勇
者

で
あ
る
」
の
聖
地
「
道
の
駅
と
よ
は
ま
」

と
は
差
別
化
で
き
、
加
え
て
相
乗
効
果
を

発
揮
さ
せ
る
よ
う
今
後
検
討
す
る
。
建
設

候
補
地
の
再
考
は
考
え
て
い
な
い
。

引
き
続
き
、
県
内
他
市
の
報
奨

金
の
動
向
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
の
検
討
を
行
う

答 弁

ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
出

場
小
中
学
生
へ
の
補
助

を
た
だ
す

石 山 秀 和
公明党

新
「
道
の
駅
」
を
た
だ
す

市
内
の
魅
力
を
知
り
、
感
じ
、

ア
ク
セ
ス
で
き
る
設
備
や
情
報
発

信
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る

答 弁

【
質
問
】
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
建
築
物
へ

の
木
材
利
用
は
脱
炭
素
の
役
割
を
担
う
。
令
和
３
年

「
木
材
利
用
促
進
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
公
共
建
築
物

の
み
な
ら
ず
民
間
建
築
物
も
法
の
対
象
と
な
っ
た
。
①

市
の
木
材
利
用
拡
大
の
現

状
は
。
②
国
は
森
林
環
境

税
（
年
間
１
０
０
０
円
／

人
）
を
今
年
度
導
入
し
、

地
方
譲
与
税
と
し
て
自
治

体
へ
配
分
す
る
。
本
市
に

お
け
る
森
林
環
境
譲
与
税

配
分
額
と
、
使
途
は
。
③

今
後
の
森
林
整
備
へ
の
取

り
組
み
は
。

【
答
弁
】
①
令
和
４
年
度
以
降
で
は
、
紀
伊
分
団
屯
所
、

生
活
環
境
課
事
務
所
、
明
星
集
会
場
を
建
設
。
今
年
度

は
木
之
郷
分
団
屯
所
の
木
造
建
築
を
予
定
。
建
築
物
一

般
へ
の
利
用
拡
大
は
、
市
Ｈ
Ｐ
、
広
報
紙
な
ど
を
通
じ

て
木
材
使
用
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
。
②
今
年
度
は

約
１
１
０
０
万
円
配
分
さ
れ
る
見
込
み
。
間
伐
や
造
林

な
ど
の
森
林
整
備
施
策
、
人
材
育
成
や
担
い
手
確
保
な

ど
の
施
策
に
充
て
る
。
③
森
林
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
森
林
経
営
計
画
へ
の
誘
導
や
、
経
営

管
理
権
の
受
託
・
集
積
を
促
進
し
、
整
備

面
積
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

県
産
材
の
利
用
促
進
を
通
じ
、

地
域
の
森
林
を
守
り
育
て
る

答 弁

森
林
環
境
税
の
有
効
活

用
で
、脱
炭
素
社
会
を

篠 原 重 寿
立志会

※４タウンミーティング＝地域住民の生活に関わる事
を話題とし、行政や地域住民が直接対話をする集会。

※５「格好いい名前の都市」ランキング＝gooランキ
ング「日本一かっこいい！市の名前ランキング」
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【
質
問
】
観
音
寺
市
に
お
け
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
豊
浜
地
区
も
過
疎
地
域
に
認
定
を

さ
れ
た
。「
売
り
家
」
の
看
板
を
見
る
度
に
、「
観
音
寺

市
の
魅
力
・
人
気
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
市

長
の
故
郷
で
あ
る
五
郷
地
区
も
含
め
、
地
域
を
賑
わ
せ
、

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

本
市
の
空
き
家
の
現
状
を
伺
う
と
共
に
、
市
の
考
え
を

問
う
。

【
答
弁
】
市
が
把
握
し
て
い
る
空
き
家
は
、
令
和
６
年

３
月
末
現
在
１
７
６
８
件
で
あ
る
。
観
音
寺
市
は
、
民

間
企
業
が
調
査
し
た
「
格
好
い
い
名
前
の
都
市
」
の
ラ

ン
キ
ン
グ
※
５
で
は
全
国
３
位
に
な
っ
た
。
五
郷
地
区

は
中
山
間
地
域
で
あ
り
過
疎
地
域
で
あ
る
。
地
元
で
は

「
五
郷
里
づ
く
り
の
会
」
が
、
地
域
内
で
盛
り
上
が
る

だ
け
で
な
く
、
地
区
外
の
方
も
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
な
ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
続
け
て

い
る
。
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
、
点
在
す
る
観
光
資

源
を
「
点
か
ら
面
に
」
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ま

た
、
現
状
は
日
帰
り
観
光
が
多
い
が
、
滞
在
型
観
光
を

主
軸
に
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
含
め
複
合
的

な
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
音
寺
市
に
お
け
る
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴

う
空
き
家
問
題
を
問
う

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
た
移

住
定
住
促
進
施
策
を
進
め
、
空
き
家

解
消
に
向
け
取
り
組
み
を
推
進
す
る

答 弁

伊 丹 準 二
自民新政会

【
質
問
】
新
「
道
の
駅
」
と
並
行
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト

＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
※
２
の
確
立
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

立
地
適
正
化
計
画
な
ど
で
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
人

口
の
集
約
に
膨
大
な
時
間
を
要
し
、
人
口
流
出
や
人
口

減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に
間
に
合
わ
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

商
環
境
の
整
備
と
住
環
境
の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
地

域
に
人
が
集
ま
る
と
考
え
る
。

　

住
民
・
商
業
者
・
官
公
庁
・
福
祉
団
体
な
ど
が
集
ま

り
、「
こ
の
エ
リ
ア
に
ど
の
よ
う
な
機
能
、
環
境
を
作

る
こ
と
が
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
※
３
の
醸
成
や
若
い

世
代
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
か
」
を
共
に
考
え
る
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
※
４
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

【
答
弁
】
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
商
店
街
の
活
性

化
に
留
ま
ら
ず
、
都
市
機
能
や
居
住
機
能
の
集
約
に
よ

る
人
口
集
積
な
ど
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能

な
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
生
ま
れ
育
っ
た
愛
着
の
あ
る
地

元
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
や
新

「
道
の
駅
」
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街
地

な
ど
へ
の
回
遊
性
を
高
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
ろ

う
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
向
け
、
今
後
関
係
部
署
と

連
携
し
な
が
ら
模
索
・
検
討
し
て
い
き
た

い
。

新
「
道
の
駅
」
の
整
備
に
よ
り
中
心

市
街
地
等
へ
の
回
遊
性
を
高
め
る

答 弁

新
道
の
駅
と
中
心
市
街
地(

Ｊ
Ｒ

観
音
寺
駅
を
中
心
と
す
る
旧
観
音
寺

町
エ
リ
ア)

活
性
化
と
の
関
連
は

豊 浦 孝 幸
創風会

【
質
問
】
新
「
道
の
駅
」

に
直
径
60
メ
ー
ト
ル
の

木
造
ド
ー
ム
を
整
備
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

本
市
の
宝
で
あ
る
分
収

林
の
杉
や
松
を
使
用
す

る
と
、
材
料
費
を
通
常

の
２
割
程
度
に
抑
え
ら

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
プ
ロ
リ
ー
グ

の
試
合
、
大
相
撲
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

サ
ー
カ
ス
な
ど
の
誘
致
に
よ
り
、
開
催
時
の
集
客
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
備
え

ら
れ
る
た
め
、
是
非
検
討
い
た
だ
き
た
い
。 

【
答
弁
】
夢
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
提
案
で
あ
り
、
分
収

林
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
た
め
に
も
な
る
と
考

え
て
い
る
。
３
０
０
０
人
収
容
可
能
な
木
の
ド
ー
ム
の

整
備
に
つ
い
て
は
厳
し
い
が
、
木
は
人
に
ぬ
く
も
り
や

あ
た
た
か
さ
、
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
建

物
の
壁
な
ど
内
装
材
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
机
、
椅
子
、
屋

内
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
、
休
憩
所
な
ど
に
木
材
を
積
極
的

に
活
用
し
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
、
道
の
駅
の
整
備
を
め
ざ
し
て

い
く
。

新
「
道
の
駅
」
に
木
の

ド
ー
ム
を
！

木
の
特
徴
を
活
か
し
、
木
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
道

の
駅
の
整
備
を
目
指
す

答 弁

大久保隆敏
立志会

写真：出雲ドーム
提供元：NPO法人出雲スポーツ振興21

※３シビックプライド＝自分が住んでいる
地域に対する誇りや愛着。

※２コンパクト＆ネットワーク＝生活サービスと居住を集約して各機能の向上を図り、そこに
公共交通ネットワークの再構築をプラスして利便性の高い都市を目指す政策手段。
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氏　　名 質　問　件　名 氏　　名 質　問　件　名

詫間　　茂

●教員給与特別措置法（働き方改革）
について

●観音寺市民の健康状態について
●自治体職員の早期退職について
●新「道の駅」について

岸上　政憲
●市の発信力とその強化について
●高齢者福祉制度について

藤田　　均

●本市の児童生徒が大阪万博へ無料
招待される件について

●新「道の駅」事業について
●他自治会ゴミ置き場に、未分別ゴ

ミを放置している件について白川　雅仁
●空き家バンク制度の充実について
●コミュニティナース制度について

篠原　重寿
●戸籍の広域交付について
●地方自治法改正に伴う国と市の関

係について
大平　直昭

●帯状疱疹予防接種の助成について
●デマンド交通の実証実験について

掲 載 で き な か っ た 個 人 質 問

議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果
議案第36号 専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例） 承　　認

議案第37号 専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 〃

議案第39号 専決処分の承認について（令和６年度観音寺市一般会計補正予算（第１号）） 〃

議案第40号 専決処分の承認について（令和６年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第１号）） 〃

議案第41号 観音寺市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第42号 観音寺市下水道条例の一部改正について 〃

議案第43号 市道路線の認定について 〃

議案第44号 財産の取得について 同　　意

議案第45号 令和６年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第46号 令和６年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第47号 工事請負契約の締結について 同　　意

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

三
好　

優
子

藤
田　
　

均

篠
原　

和
代

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

篠
原　

重
寿

大
久
保
隆
敏

詫
間　
　

茂

岸
上　

政
憲

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

伊
丹　

準
二

豊
浦　

孝
幸

立
石　

隆
男

合
田
千
佳
子

大
平　

直
昭

井
下　

尊
義

議決結果

無無
共
無
自公明党 立志会 自民新政会 創風会

議案第38号 専決処分の承認について（観音寺市国民健康
保険税条例の一部を改正する条例） ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　※会派に所属していない議員…自由民主党、日本共産党、無所属

※議長には可否同数の場合のみ裁決権があります。
※○…賛成　●…反対　欠…欠席　除…除斥　退…退席　

●全会一致の議案

議案の審議結果
※提出議案などの詳細は、市議会ホームページ「提出議案等」をご覧ください。

令和６年第２回（６月）定例会
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■京都府綾部市（令和６年５月７日）

◆空き家活用を含む移住・定住事業について
　　総合計画において定住促進を最重要施策に位置づけ、「綾部市住みたくなるまち定住促進条例」を制定し、
「オールあやべ」で様々な取り組みを実践している。「移住立国プロジェクト」の推進や空き家流動化の促
進による定住者の確保、先輩移住者を中心に構成される「ここらへんのことつたえ隊」の拡充による新規
移住者支援の推進など、独自の移住定住施策を展開。近年では30歳・40歳の綾部市出身者や在住者を対
象に「あやべ３０４０成人式」を開催するといったユニークな事業を実施している。

◆コミュニティナース事業について
　　看護師としての知識や経験を生かし、住民の健康づくりや地域のコミュニティづくりを支援する医療人

材を「コミュニティナース（通称：コミナス）」として市が雇用している。全国初の自治体雇用型の医療
人材職員として、国の実施する地域おこし協力隊の制度を活用し、平成29年に３名のコミナスが着任した。
市内３地区で活動するコミナスは健康相談や診療所待合室への訪問を実施。また、月１回発行の「コミナ
ス新聞」を関係地区に全戸配布し、健康づくりに関する情報や地域の話題を提供している。

■京都府宮津市（令和６年５月８日）

◆道の駅　海の京都　宮津について
　　中心市街地活性化の拠点である「浜町エリア」の賑わいづくりに向けた取り組みの一環として、道の駅

が段階的に整備された。平成21年には宮津産野菜や地酒、土産物などを取り揃えた「宮津まごころ市」が
整備され、平成27年には観光案内所、平成29年には地元商工会議所が主体となり、国の事業を活用した

「おさかなキッチンみやづ」がグランドオープンした。これらの３施設を「宮津まちなか地域振興拠点施設」
として、民間事業者が一体的に管理運営することで、市街地の賑わい創出のみならず、天橋立などの観光
地との連携も盛んに行われている。

■京都府京丹波町（令和６年５月９日）

◆道の駅　京丹波　味夢の里について
　　新たに開通する京都縦貫自動車道の通行車を地域資源と捉え、京丹波パーキングエリアと一体的となっ

た道の駅を平成27年に整備した。町内外から多数のリピーター客を呼び込む人気の道の駅である。また、
道の駅のすぐ隣にはマリオットホテルが隣接している。

　　マルシェには丹波大黒豆や丹波くり、大
だい

黒
こく

本
ほん

しめじなど豊富な農産物のほか、京都全域の土産物が揃う。
地元食材を扱ったレストランも人気で、屋外イベント交流スペースも積極的に活用されている。オリジナ
ル商品の開発にも力を注ぎ、令和５年度には計画の約２倍の来客実績を記録した。

総 務 委 員 会  視 察 報 告
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■東京都豊島区（令和６年５月14日）

◆マンガ・アニメを活用したまちづくりについて
　　豊島区では南長崎地域と一体となり、トキワ荘マンガミュージアムを中心に、回遊性を持たせたマンガ

によるまちづくり「南長崎マンガランド事業」を進めている。トキワ荘マンガミュージアムに面するトキ
ワ荘通り（南長崎通り）には、ミュージアムグッズが購入できる「トキワ荘通りお休み処」や、トキワ荘
関連の絶版となった貴重本も閲覧できる「トキワ荘マンガステーション」が整備されている。

■千葉県館山市（令和６年５月15日）

◆道の駅　グリーンファーム館山について
　　「体験価値の高い道の駅」をコンセプトに地域の観光と農水産業をつなぎ合わせ、農業や食の体験ができ

る。当初は公設卸売市場の建設用地であったが、計画廃止後、「農業を中心とした交流拠点施設」として
用地活用方針が決定した。令和元年には地元出身の前澤友作氏より20億円のふるさと納税があり、まちづ
くりの為の基金を創設。「公募型プロポーザル」により3つの事業者から企画提案書が出され、事業者選定
委員会の審査を経て優先交渉権者を決定し、令和６年２月にオープンした。

■千葉県鴨川市（令和６年５月15日）

◆里のＭＵＪＩみんなみの里について
　　中山間地のコミュニティでは、進む人口減少や高齢化、それに伴う耕作放棄地の拡大や獣害といった課

題に直面している。鴨川市総合交流ターミナル「みんなみの里」は、地域の農村資源を活用して都市との
交流人口増加を図り、地域農業の振興および活力ある地域の形成を目的として平成11年３月に設置された。

　　良品計画は平成26年に鴨川市内沼北集落において「鴨
川里山トラスト」活動を開始し、地元住民と都市部の無
印良品ユーザーがつながるきっかけを作ってきた。平成
29年４月には鴨川市と「地域活性化に関する協定」を締
結し、「みんなみの里」リニューアルプロジェクトに参加。
平成30年４月のリニューアル時に「無印良品」店舗およ
び「Café＆Meal MUJI」をオープンし、指定管理者と
して地域企業と連携し管理・運営している。 

■千葉県千葉市（令和６年５月16日）

◆民間活力を活かした公園施設について
　　千葉市が令和元年に策定した「千葉公園再整備マスタ

ープラン」の一環で、民間の資本やアイデアを活用する
「パークPFI（公募設置管理）」制度を採用し、令和５年度
からリニューアル整備が始まった。

　　約8,000平方メートルの芝生広場を囲むように「おお
やね」「こやね」という愛称の屋根付き広場、飲食店や
24時間営業のフィットネスジム等の施設が並ぶ。全長
250メートルのコースを有する「パンプトラック」は、
マウンテンバイクやスケートボードの国際大会を開催できる規格を備える。

建 設 経 済 委 員 会  視 察 報 告
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市民フォーラム2024開催報告　　　　
　　　　災害から学ぶ「命を守る行動」と「生き延びるための行動と備え」

たくさんの方々のご来場ありがとうございました！

１部（前半）　パネルディスカッション

２部（後半）　防災展示体験

　令和６年６月30日(日) ハイスタッフホール多目的ホールにて、防災
に関する市民フォーラムを開催し、２０７名の方にご来場いただきま
した。今後市議会ホームページなどで、より詳しい開催報告をお届け
できるよう検討しておりますので、続報をお待ちください。

　太田様、小川様からは、能登半島地震の被災地応援活動時に撮影した写真を投影しながら、住宅・道路・河
川など街全体がどのように被災するのか解説があり、どのような行動や備えが必要か説明がありました。角崎
様からは、防災対策の歴史や事前対策の限界について触れ、観音寺市の地質的な特徴と想定される被害を踏ま
え、自分たちが持っておくべき意識についてお話がありました。続けて土井様より、観音寺市で予想される震
度や液状化被害の分布を示した地図を投影しながら、発災時の行動や意識すべき事項について行政の立場から
解説がありました。

ブース①　備蓄品展示「命を守る備え」
　　　　　　土井　　明 様（観音寺市防災専門官）より
ブース②　備蓄品展示「生き延びるための備え」
　　　　　　岸上　政憲 議員（観音寺市議会）より
ブース③　備蓄品展示「アイデアで楽しく備える」
　　　　　　黒川　太一 様（香川県防災士会）より
ブース④　市･県施策紹介、災害関連製品組み立て体験　

９つのレーンに分かれて、担当議員が下記内容の紹介を行いました。

市
施策

1 民間住宅耐震対策支援事業補助金

市担当課： 1 ～ 3 建設課、4 ～ 5 危機管理課
パンフレットを配布し、内容の説明を行いました。

2 耐風改修対策補助金
3 民間ブロック塀等撤去補助金
4 防災ラジオ無償貸与
5 家具類転倒防止対策促進事業補助金

6 災害用バンダナ配布
（聴覚に障がいのある方）

市担当課：社会福祉課
バンダナを展示し、用途や使用者への配慮について説明しました。

県
施策 7 防災アプリ「香川県防災ナビ」 アプリのインストールや初期設定の補助、機能の説明を行いました。

組立
体験

8 段ボールベッド組み立て体験 担当議員が補助しながら、製品の組み立てと使用感を体験していた
だきました。9 簡易トイレ組み立て体験

≪来場者アンケートより≫
印象的だった物や備えようと思った物は？

４つのブースごとにテーマに沿った備蓄品や防災関連施策を紹介しました。

パ
ネ
ラ
ー

国土交通省四国地方整備局香川河川国道事務所 工事品質管理官　　　　　太田　秀明 様
香川県警察高松北警察署地域第二課長 中国四国管区機動隊第三大隊副官　小川　和也 様
公益社団法人土木学会 災害マネジメント研究小委員会副委員長兼幹事長　角崎　　巧 様
観音寺市総務部危機管理課 防災専門官　　　　　　　　　　　　　　　　土井　　明 様

テーマ

・レトルト食品を温める物（ヒートパック）
・備蓄（水など）のローテーション

・水
すいのう

嚢と電池チェンジャー
・食品用ラップ、浄水器

・ブースに貼っていた｢災害は怖いが、
防災は楽しい｣というフレーズ

・無洗米をペットボトルに入れて備える
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６
月
の
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
課
題
に
つ
い
て
10
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
28
項
目
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

　

特
に
市
民
の
関
心
の
高
い
新
「
道
の
駅
」
に
関

わ
る
質
問
を
６
名
の
議
員
が
行
い
、
場
所
の
問

題
・
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
、「
市
民
の
皆
様
・

市
職
員
・
市
議
会
の
声
を
十
分
に
聞
き
、
慎
重
に

進
め
て
欲
し
い
」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
今

後
、
市
の
動
向
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
議
会
で
は
６
月
30
日
に
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。『
災
害
か
ら
学
ぶ

「
命
を
守
る
行
動
」
と
「
生
き
延
び
る
た
め
の
行

動
と
備
え
」』
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
防
災
展
示
体
験
の
二
部
構
成
で
開
催

し
、
２
０
７
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
変

好
評
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
得
た
気
づ
き
等
を
是
非
周
り
の
方

と
共
有
し
、
協
力
し
て
有
事
に
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
に
は
、
夏
休
み
親

子
議
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
次
号
以
降
の
議
会
だ
よ

り
等
で
開
催
の
様
子
を
ご
報
告

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

広
聴
広
報
委
員
会
委
員　
　
　

詫
間　

茂

編
集
後
記

９
月
定
例
会
の
予
定

24
日

13
日

12
日

11
日

９
・
10
日

２
日

本
会
議

総
務
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議

広
聴
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

三
好　

優
子

副
委
員
長　

豊
浦　

孝
幸

　
　
　
　
　

篠
原　

重
寿

　
　
　
　
　

詫
間　
　

茂

　
　
　
　
　

白
川　

雅
仁

　
　
　
　
　

合
田
千
佳
子

　
　
　
　
　

岸
上　

政
憲

グリーン購入法総合評価値80
以上の紙を使用しています。

「涼しい音色」 観音寺総合高等学校　２年　吉
よしざね

實 璃
り こ

子

　父と出掛けた時に撮った一枚です。風鈴に描かれた細かく綺
き

麗
れい

な模様が
キラキラと並んで輝いていて、穏やかで落ち着いた音色とともにとても印
象に残っています。優しく涼しげな音を写真から感じてもらえると嬉しい
です。

表 紙 写 真 の 紹 介

　市議会では、本会議などの様子をインターネットで生中継・録画放映しています。パソ
コンやスマートフォン・タブレットなどにより、気軽に視聴していただくことができます。
　また、より多くの方に視聴していただくための取り組みとして、本紙には各質問者の
録画映像にリンクするQRコードを掲載しております。
　ぜひご活用ください。
※QRコードの読み取りには専用アプリのインストールが必要です。
※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

一般質問をスマートフォン・タブレットで視聴できます


